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片
々

五
ニ

凝
り
・
・
・
・

(
1
・
七
九
)

三
つ
は
「
ニ
ナ
ル
」
と
用
ゐ
ら
れ
る
ζ
と

い
の
を
見
て
も
、
で
こ
「
ト
」

の
例
が
ζ
れ
を
明
、
き
ら
か
に
示
し
て
ゐ
る
。

に
は
慣
用
上
の
匿
別
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
全
く
無
差
別
に
共
用
守
口
れ
る

は
な
く
、

な、

ま
た
、
す
で
に
、
山
田
孝
雄
博
士
の
「
奈
良
朝
文
法
史
」
に
(
戸
主
。
)

時
代
的
な
匝
別
は
や
は
り
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。

世
な
ら
ば
「
と
」
と
い
ふ
べ
き
例
を
上
げ
て

今
か
り
に
、

「
な
る
」
に
先
行
す
る
助
調
「
に
」
「
と
」
の
例
を
見
る
と

古
は
「
に
」
を
二
様
に
用
ゐ
た
り
し
た
が
、
世
の
下
る
に
つ
れ
て
「
と
」

「
に
」
の
用
ゐ
ら
れ
た
場
合

六
O
例

も
用
ゐ
ら
る
L

に
至
り
、
高

時
代
に
は
前
述
の
如
き
用
法
上
の
匝
別
を

「
と
」
の
用
ゐ
ら
れ
た

八
例

曇
す
る
に
至
り
し
も
の
か

で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
「
と
」
の
八
例
は
-

O
大
王
の
し
き
ま
す
時
は
京
師
跡
な
り
ぬ

-

た
ち
か

は
り
古
き
京
跡
な
り
ぬ
れ
ば
:
・
(
6
・一

O
四
八
、

• 
跡
な
り
ぬ

と
言
は
れ
た
や
う
に
、

共
用

「
に
」
「
と
」
の
用
例
を
通
観
す
る
と
、
上

(
6
・
九

二
九
、
金
村
)

代
で
は
ま
だ
「
に
」
の
勢
力
が
強
く
、
や
が
て
「
と
」

カ
強
く
な
っ
て

、ー〆

来
た
ら
し
く
思
は
れ
る
。

か
せ
の
山
時
し
ゅ
け
れ
ば
京

乙
の
や
う
な
、

と
時
代
と
の
二
面
か
ら
改
め
て
前
述
の
九
例
を
見
直
す

(
6
・一

O
五
六
、

集
、.〆

と
き
、
「
に
」
の
例
は
、
「
火
葬
の
煙
が
雲
に
な
っ
て
た
な
び
く
」
と
か
「
亡
き

-

O
青
柳
は
今
は
春
べ
登
な
り
に
け
る
か
も(
8
・
一
四
三
三
、
坂
上
郎
女
)

人
を
思
ふ
一
授
が
雨
に
な
っ
て
流
れ
る
(
ふ
る
こ
と
か
、
「
癒
の
思
ひ
や
歎
き
が

に
な
っ
て
立
つ
」
と
か
い
ふ
一
つ
の
類
型
的
な
表
現
と
し
て
あ
ら
は
れ
て
ゐ

• 

か
ぎ
ろ
ひ
の
も
ゆ
る
春
べ
常
な
り
に
し
も
の
を

る
こ
と
に

く
で
あ
ら
う
。
特
に
1
1
5
の
場
合
は
、
挽
歌
と
い
ふ
場
面
や

(m-
一
八

三
五
、
不
明
)

内
容
の
制
約
の
た
め
の
形
式
的
表
現
と
い
ふ
貼
で
、
ま
た
1
・
2
の
ご
例
が
、

-

ひ
ば
り
上
る
春
べ
等
ヨ
や
爾
な
り
ぬ
れ
ば
(
却
・
四
四
一
一一問
、
家
持
)

• 

0
い
つ
し
か
も
人
等
な
り
出
で
で

• 人
跡
な
る
事
は
か
た
き
を

そ
の
や
う
な
古
型
に

な
愛
着
と
関
心
を
持
っ
た
家
持
の
所
作
で
あ
る
と
い

(
5
・
九

O
凹
、

良
?
)

ふ
貼
で
、
十
分
注
意
会
れ
て
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

(
9
・
一
七
八
五
、
金
村
集
)

そ
し
て
ζ

の
や
う
な
類
型
に
捉
は
れ
る
必
要
の
な
い
自
由
な
表
判
明
と
し
て

の
や
う
に
「
み
や
こ
」
「
は
る
べ
」
「
ひ
と
」
の
場
合
に
限
ら
れ
、
ま
た
、
そ
の

「
ユ
キ
ト
フ
ル
」
の
や
う
な
、

比
較
的
新
し
い
勢
力
を
も
っ
た
表
現
が
生
ま
れ



た
の
で
あ
る
と
考
へ
れ
ば
、

9
の
一
例
を
も
っ
て
「

ト
棚
引
」
と
訓
む
た
め

は
な
く
、
む
し
ろ

の
或
種
そ
指
し
た
稽
呼
で
あ
っ
た
ら
う
と
云
ふ
主
張

の
例
と
す
る
こ
と
は
、
昌
一か
穏
笛
を
敏
く
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

で
あ
る

か
ら
先
に
云
ふ
と
私
は
そ
れ
に
賛
成
致
し
か
ね
る
の
で
あ
る
。

な
ほ
つ
い
で
に
「
潰
松
之
上
」
を
武
田
舶
吉
博
士
の
全
註
樟
だ
け
が
「
ハ
マ

• マツ
ガ
ウ
ヘ
」
と
訓
ん
で
ゐ
る
の
は
注
目
す
べ
き
で
、
植
物
+
ウ
へ
・
シ
タ
モ

今
か
ら
三
十
数
年
前
私
達
の
勘
請
を
容
れ
て
我
邦
古
典

中
の

の
研

究
者
~
謹
ら
開
始
し
て
今
日
に
及
び
、
既
に
高
葉
動
物
考
(
昭
和
十
年
出
版
)
、

ト
の
や
う
な

に
も
「
ノ
」
「
ガ
」
の
南
例
が
見
ら
れ
る
の
で
、
決
定
的
に
は

(
昭
和
十
八
年
出
版
)
の
雨
書
を
公
に
し
て
居
ら
れ
る
友
人
東

言
へ
な
い
に
せ
よ
、

「
ガ
」
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
を
附
記
し

光
治
氏
が
、
昭
和
十
八
年
に
「

、
寓
異
と
解
説
」
と
い
ふ

、

て
お
く
。

の
カ
マ
メ
は
現
在
の

の
で
、
同
一
科
に
属
す
る
ア
ヂ
サ
シ

(
右
は
、
昭
和
三
三
年
七
月
二
一
日
の
高
葉
皐
合
同
第
九
回
研
究
費
表
禽
で
護

表
し
た
も
の
を
整
理
、
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
)

)
類
も
そ
れ
に
含
ま
れ
て
居
た
で
あ
ら
う
と
明
記
し
て
居
ら
れ
る
。

門
の
動
物
皐
者
で
あ
る
と
共
に
、

に
封
す
る

黒占

天
理
大
祭

で
定
評
の
あ
る
東
氏
の
所
論
で
あ
る
か
ら
、
私
は
そ
れ
に
遵
ひ
、
今
更
之
が
問

題
に
な
る
と
は
全
然
強
想
し
て
居
な
か
っ
た
。

私
は
未
だ
中
西
悟
堂
氏
の
「
高
葉
動
物
」
(
蔦
葉
集
大
成
第
八
巻
昭
和
一
一
十
八

一「

葉
の
カ
マ
メ
」
を

ん
で

年
)
を
手
に
す
る
機
曾
に
恵
ま
れ
な
い
が
、
上
記
山
本
氏
の
記
述
に
よ
る
と
、

l
 
l
 

'
E
E

，，
 

村

多

貫

一一

乙
の
カ
マ
メ
に
閥
し
中
西
氏
は
鴎
科
の
中
で
も
特
に
ユ
リ
カ
モ
メ
(
即
ち

の
都
鳥
)
が
そ
れ
に
嘗
る
と
い
ふ
御

見
ら
し
く
、

乙
の
一

だ
け
が
内

日
本
野
鳥
の
曾
の
幹
部
で
年
来
の
知
友
で
あ
る
山
本
徳
太
郎
氏

目
前
一

陸

く
入
り
込
む
習
性
の
持
主
で
あ
る
黙
を

し
て
居
ら
れ
る
の
で
あ
る

「
高
葉
の
カ
マ
メ
」
と
題
す
る
冊
子
を
送
り
越
ぢ
れ
、

そ
れ
に
謝
す
る
卑
見
を

が
、
私
に
は
特
に
ユ
リ
カ
モ
メ

rげ
を
選
び
出
し
て
そ
れ
に
あ
て
る
可
き
理
由

徴
せ
ら
れ
た
。
之
は
同
氏
が
本
年
七
月
遊
行
の

「
高
葉
」

二
十
八
践
に

カf

め
ら
れ
な
い
の
で
、

乙
ζ

に
山
本
氏
の
所
説
と
併
せ
て
考
察
し
て
み
る
と

寄
稿
せ
ら
れ
た
も
の
の
抜
刷
で
、

ん
で
見
る
と
、

の
加
高
日

と
に
す
る
。

三
一
)
と

(
二
五
七
、
二
六

O
)
ぞ
従
来
多
く
の
解
説
者
の
認
め
た

で

同
一
に
梅
岸
か
ち
の

の

で
あ
る
が
、
買
は
内
陸
深
く
侵
入
す
る
鴎

片
々

五
三



片
々

五
回

は
決
し
て
ユ
リ
カ
モ
メ
に
限
ら
な
い
様
だ
。
琵
琶
湖
で
は
普
通
の
カ
モ
メ
と
ウ

~) 

立
が
進
行
し
た
結
果
、

長
に
面
積
、

が
減
少
し
、
遂
に
大
和
で
は

ミ
ネ
コ
と
が
ユ
リ
カ
モ
メ
と
同
教
活
し
く
は
以
と
に
渡
っ
て
来
て
越
冬
す
る
。

吉
野
川
、
大
和
川
、
山
城
で
は
枝
川
、
鴨
川
、
木
津
川
の
川
筋
だ
け
を
残
し
て

者
は
先
年
伯
林
市
内
カ
イ
ザ

l
宮
殿
の
傍
の
小
川
で
も
、
南

逸
の
ザ
ル
ツ

澗
上
り
、
近
江
で
は
三
角
洲
の
形
成
に
よ
っ
て
元
長
方
形
で
あ
っ
た
湖
が
琵
琶

ブ
ル
グ
市
の
川
で
も
、
日
本
の
カ
モ
メ
に
近
い
大
形
の
鴎
が
群
れ
飛
び
、
橋
の

っ
た
わ
け
で
、

一
千
年
前
の
軽
の
池
と
か
埴
安
の
池
と
か
は
古
の
大

k
に
立
つ
人
々
の
手
か
ら
餌

っ
て
食
ふ
の
を
見
た
が
、
之
は
決
し

り

和
樹
の
名
残
り
、
明
治
時
代
ま
で
在
っ
た
巨
椋
の
池
や
横
大
路
沼
は
山
城
湖
の

の
途
中
の

で
は
な
く
、
そ
こ
で

冬
し
て
は
州
る
群
な
の
で
あ
っ
た
。

頻
死
期
、
市
じ
て
後
者
で
は

が
干
拓
と
い
う
万
法
で
最
後
を
遂
げ
合
せ
た

第
一
一
は
池
沼
の
大
舎
の
問
題
で
あ
る
。
山
本
民
は
昔
の
埴
安
池
が
面
積
に
於

乙
と
に
な
る
。
従
っ
て
千
数
百
年
前
の

に
は
買
に
鹿
く
て
浅
い

て
東
京
都
の
村
山
貯
水
池
に
匹
敵
し
、
海
か
ら
の

ま
た
水
面
の

抜

湖
沼
地
帯
が
あ
っ
た
こ
と
疑
な
く
、
そ
れ
を
深
く
て
清
水
を
湛
へ
る
今
日
の
村

高
度
も
似
た
も
の
で
あ
る
が
、
村
山
貯
水
池
に

が
や
っ
て
来
ず
、
集
る
の

山
貯
水
池
と
比
較
す
る
こ
と
は
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。

は
嶋
類
で
あ
る
の
で
、
埴
安
池
の
水
禽

で
あ
っ
た
ら
う

せ
ら
れ
た

春
季

方
に
現
は
れ
る
コ
ア
ヂ
サ
シ
の
場
合
、
必
ず
し
も
川
や
池
に
限

様
だ
が
、
之
は
あ
ま
り
有
力
な
詮
左
で
は
な
い
。
私
は
倫
敦
市
内
の
リ
ゼ
ン
卜

ら
ず
、
時
に
は
水
田
の
上
を
縦
横
に
捌
け
巡
り
、
或
は
急
降
下
し
て
水
田
中
の

公
闘
の
池
に
大
形
の

津
山
棲
ん
で
居
る
の
を
見
た
絹

が
あ
る
が
、

米

小
魚
を
捕
へ
ろ

見
ら
れ
る
か
ら
、

の
棲
息
が
池
沼
水
域
の
庶
狭
に
よ

の
山
聞
の
小
湖
で

の

る
所
も
少
く
な
く
、
湖
沼
の
大
小
が
鴎
の

っ
て
定
ま
る
と
い
ふ
考
へ
方
は
誤
で
あ
る
。

宇
佐
定
め
る
乙
と
は
無
い
。

第
三
は
食
性
の
問
題
で
あ
る
。
山
本
民
は

が
魚
類
ぞ
主
食
と
す
る
か
ら
、

元
来
湖
沼
に
は

カ
あ
り
寿
命
が
あ
る
も
の
で
、
今

bHub-Y 

4
H
M
J
±
I
J
 

淡
水
魚
の

の
貧
弱
な
小
湖
沼
に
棲
ま
な
い
と
い
ふ
前
提
の
下
に
推
論
せ

ι

邦
の
地
殻
に

聞
の
起
っ
た
時
、
大
和
・
山
城
・
近
江
の
闇
原
は
皆
南
北
に

れ
る
が
、
カ
モ
メ
、

ウ
ミ
ネ
コ
、

ユ
リ
カ
モ
メ
い
づ
れ
も
雑
食
性
で
、
野
菜
そ

長
い
矩
形
の
湖
水
で
あ
っ
た
。
之
は
近
畿
地
方
の
構
造
線
が
東
西
叉
は
南
北
の

の
他
何
で
も
撮
り
、
鴫
類
よ
り
も
温
か
に
自
由
多
様
で
あ
る
。
遠
洋
ル
航
海
す

万
向
に
走
っ
て
ほ
仙
り
、
そ
れ
に
沿
う
て
陥
没
が
起
っ
た
た
め
で
あ
る
。
会
て
こ

る
一同
船
の

の
窓
か
ら
棄
て
ら
れ
る
船
存
食
料
の
残
品
を
あ
て
に
し
て
長

の
限
り
に
大
和
湖
、
山
城
湖
、
近
江
湖
と
呼
ぶ
大
湖
は
、
そ
の
後
流
出
河
川
の

時
間
船
に
附
い
て
朔
げ
る
乙
と
は
周
知
の
事
買
で
あ
る
。
ま
た
欧
米
各
市
で
桟

測
民
が
堀
れ
て
水
捌
け
が
よ
く
な
っ
た
の
と
、

白
か
ら
流
入
す
る
士
砂
に
よ

や

の

十
で
愛
鳥
家
が
食
パ
ン
の
小
片
や
ビ
ス
ケ
ッ
ト
を
栂
指
と
人
差
指



と
で
挿
ん
で
ち
し
上
げ
る
と

が
飛
ん
で
来
て
そ
れ
を
貰
ふ
。
大
津
市
の
湖
岸

で
は
市
の
下
水
の
流
れ
込
む
潰
大
部
か
ら
石

た
り
へ
か
け
て
の
湖
岸
に
鴎

が
密
集
す
る
の
も
同
理
に
よ
る
の
で
、
活
き
た
氷
魚
な
ど
や
』
口
に
す
る
た
め
で

は
な
い
。
従
っ
て
昔
の
埴
安
池
の
地
や
軽
の
池
の
様
に
人
家
の
多
か
っ
た
地
方

の
湖
沼
で
は
鴨
よ
り
も
む
し
ろ

の
方
が
棲
み
易
か
っ
た
筈
で
あ
る
。

三北 高:

最
後
K
之
は
中
西
氏
も
山
本
氏
も
採
り
上
げ
て
同
ら
れ
な
い
様
化
が
、
天
の

香
具
山
の
様
な
丘
の
上
に
立
つ

を
す
る
人
の
限
に
、

矢松松西中島

の
中

は

に
潜
み
、
朝
晩
の
或
時
刻
に
池
か
ら
池
へ
移
動
す
ろ
習
性
の
鴨
類
よ
り
も
、
終
日

池
沼
の
上
空
を
飛
び

っ
た
り
、
開
け
た
水
面
に
浮
ん
で
休
憩
す

の
方

が
透
か
に
よ
く
見
え
る
筈
で
あ
る
。
水
面
に
一
存
ぷ
場
合
で
も
鴨
類
よ

類
の

方
t

に
人
の
眼
に
鯛

の
多
く
の
部
分
を
水
上
に
出
し
て
居
る
が
か
う
い
ふ

れ
易
い
貼
も
高
葉
の
カ
マ
メ
を
判
断
す
る
資
料
に
加
へ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か

以

丘
地
し
た
拙
文
に
よ
り
、
高
葉
の
カ
マ
メ
を
ユ
リ
カ
モ
メ
と
限
る
必
要

の
な
い
こ
と
、
ま
た
鴨
類
よ
り
も
鴎
類
と
解
す
る
方
t

理
が
無
い
こ
と
が
明

と
な
っ
た
と
考
へ
る
が
、
之
と
て
も
比
較
的
妥
笛
と
思
は
れ
る
推
定
に
過
ぎ
な

宮

ぃ
。
動
物
生
時
皐
は
新
興
の
部
門
で
、
今
後
の
研
究
に
侠
つ
可
き
問
題
が
山
積

--'E 

.
『

4r

し

の
生
活
保
件
に
つ
い
て
不
明
な
要
因
も
海
山
あ
る
。
此
皐
聞
を
甘
く

見
て
、
儲
少
の
資
料
か
ら
急
い
で
結

を
出
す
こ
と
は
深
く
慣
ま
ね
ば
な
ら
な

L 、。
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録

(
昭
和
三
十
二
年
度
上
半
期
〉

上

目

集
大
成
日
特
殊
研

折

口

夫

全

築

士
記
念
命
問

6
六

O
一一月
東
日京第
廿
九
巻

雑
纂
篤

1

折
口
博

中
央
公
論
一
枇
一
・
五

B

一
葉
一
冊
(
「
高
葉
集
講
義
)

「

ま

か

)

噌
訂
縛
葉
集
金
註
畑
畑

二

百

語

角
川
書
広

一
・
一
O

言己
! 

武
間
耐
士
口

1市

ー

:
:
l
(

E
6
七
五
区
民

物
語
・
小
説
(
上
〉
(
研
究
と
銀
賞

-

)

玉

上

琢

禰

編

大

阪

A
5
一
二
ハ
一
一
民
口
繕
一

説
話
物
語

日
本
文
閣
情
講

冊苅
枇

一
・
二
O

l当
事
記

清

水

克
彦

I~t 

日
本
書
紀

七
記

正
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間
見

日
本

奥
記

!凋
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雄

〔
研
究
書
解

考
十
日
間
申
概
説
駒
井
和

一位

一
・
二
五

A
5
四
四
五
頁

葉
嗣
版
一
.
葉
一
冊

中
世
文
事
の
形
成
と
護
股
荒
木
良
雄

ネ
ル
ヴ
ア
書
一
房
一
一
・
二
五

A
5
四
七

O
頁

口

二

葉

一
冊
〔
「
玉
業
・
川
雅
築
に
及
ぼ
し

-
略
年
表
あ
り
〕
日
本
評

東
京

原
色
口

一一

東
京

ミ

一東
冊京

三
省
堂

• 

五
六

日
本
文
閣
下
史
武
間
耐
士
口
・
久
松
潜
一
・
吉
田
精
一

東

京

角

川

害

賠

二

・
二
O

A
5
二
O
七
百

一
附

品
葉
集
新
解
l
文
法
解
説
!
上
巻
末
政
叙
仙

阪
附
学
修
一
位

二

・
二
五

B
6
一
五
九
頁

冊
増
訂
寓
葉
集
A
t
註

十

本

文

筒

八

(

巻

の

十

三

・

十

四

)

武

田

耐

吉

東

京

角

川

書
庖

三

・一

O

B

6

四

四

五
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一

冊

日

本

漢

文

率

通

史

戸

田

浩

暁

東

京

武

購

野

香

院
ゴ
了
，
二
五

A
5
一
六

O
頁

一

冊

司

説

日

本

文

化

史

大

系

第

二

巻

飛

鳥

時

代

家

永
三
郎
・
黛
弘
道
編
三
・
二
五

B
5
一
二
九
九

頁

(
う
ち
原
色
圃
版
八
葉
)
折
込
地
圃
(
飛
鳥

附
近
地
圃
)
一
葉
-
冊

序
章時
代
の
概
観

研
究
史
と
文
化
の
概
観

政
治
・
外
交
・
枇
曾

政
治
的
世
舎
の
費
生

や
ま
と
政
植
の
統
一

聖
徳
太
子
の
一

世
間
葉
集
新
解
l
文
法
解
説
|
下
巻
末
政
寂
仙

阪
劇
学
修
一
位
二
・
二
五

B
6
一
六
二
頁

阿家
部永

一二上
家門
永脇

た
商
業
の
影
」
も
と
世
間

究
篇
所
の
も
の
を
所
牧
〕

日
本
持
情
詩
論
l
記
紀
・
寓
葉
の
世
界
|
青
木
生

子

東

京

弘

文

堂

一

・

コ

一

O

A

5
一二
六
三

貞

一

冊

日
本
震
異
記
(
角
川
文
庫

一
O
六

一
)
板
橋
倫
行

校

註

東

京

角

川

書

庖

一

・

三

O

A
6
二

四
三
頁
一
冊
〔
和
課
本
に
し
て
索
引
を
附
す
〕

背
撃
の
研
究
第
八
輯
(
満
三

O
年
記
念
論
文
集
)

日
本
音
韓
朗
字
合
同
編
東
京
千
代
田
出
版
印
刷
株

式
舎
一
世
一
・
ゴ
二

A
5
五
四
八
頁
品
版
五

葉

一

冊

古

代

国

語

子

育

考

大

野

透

古
代
国
家
と
天
皇
(
剣
元
歴
史
遺
書
の
中
)
門
脇

積
二

大

阪

創
元
駐
二
・
一

B
6
一
八
三

頁

口

縞

一
葉

一
加

増
訂
寓
葉
集
集
全
註
理
四
本

武

田

耐

吉

東

京

角

川

6
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七
九
頁
一
一
世

慎
m

藻

の

研
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大

野
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B
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二
四
頁

二
(
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三
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一

O

B
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プ
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井

上

光

貞

木
孝
次
郎

大
佑
改
新

壬
取
の
鋭

経
構農

業
工
業
・
商
業
・
交
通

宗
教
・
思
想

中
国
思
想

悌

教

文
筆園
文
副
学

漢
文
議
場

美
術
・
立
問
幾

建

築

彫

刻飛
鳥
時
代

自
問
時
一

輪
差
・
工
』

書音

田
家林
永

小五
島味

福
山

岸藤野久小
遜回間野林

俗家

族

生

活

高

記
紀
時
代
の
衣
食
住
生
活
後
帰

〔
他
に
年
表
・
文
献
解
題
等
あ
り
〕

球
目
築
物
語
(
日
本
少
年
少
女
古
典
文
磐
全

回
遊
幸
雄
東
京
弘
文
常
一
一
一
一
・
一
一.
0

一二

O
六

頁

一

日

本

悌

教

文

研

究

永

井

義

東

京

古

典

文

庫

一ニ

・ゴ
一O

A
5
四
四

三

一

冊
〔
「
蔦

葉
歌
僧
耕
基
に
つ
い
て

l
常
陸
土
記
の
作
者
か

l
」
「
日
本
霊
異
記
の
侠
文
」
ま
た
「
日
本
悌
教
文

文
目
録
抄
」
等
あ
り
〕

共
同
体
(
枇
曾
科
双
書
C
4
)

中

日
本
評
一
位
ゴ
了
一
一
二

一
冊

高
木
市
之
助
一

A
5
三
四
八
頁
一

中
肉
記
に
お
け
る
詩
的
形
象

国
作
り
の
物
語
に
つ
い
て
の
費

!
古
事
記
の
性
格
と
の
閥
速
に
お
い
て
l

石

母

田

正

「
古
事
記
」
に
お
け
る
説
話
の
展
開
益

田

勝

賞

魂
論
l
劇
の
費
生
に
閲
す
る
一
試
論
l
信
網寛

幸
雄

口

冊

新貞
六亮

日
本
の
村

村
吉
治

B
6
一
七
八
頁

三幹
郎

智
之英

古
冊策事
文京記
準大
平成
凡
社

四巻

五 文

男

史

よ

り

見

た

古

事

記

久

松

よ

り

見

た

る

古

事

記

浬

潟

文

撃

・

文

撃
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古

事

記

小
島
土
居

成経清
雄世六健剛

中

守逸
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記

紀

の

諸

問

と
の
蟹
ゃ
い
づ
く
の

日土
没

古
一
記
文
に
於
け
る
英
雄
へ
の
途

ー
雄
略
天
皇
に
つ

い
て

l

高
木
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之
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増
訂
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葉
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冊
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冊
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史
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冊
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一

冊
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武
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士
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京
角
川
書

脂

五

・

一

O

B
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頁
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冊
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京
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反
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五

A
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四
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冊
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高

葉
年
表
」
あ
り
〕

高
葉
集
一
(
日
本
古
典
文
祭
大
系
4
)

高
木
市

之
助
・
五
味
智
英
・
大
野
晋
校
注
東
京
岩
波

五
・
二

O

A

5
三
七
四
頁
口
檎
一
葉

〔
巻
一
よ
り
巻
四
ま
で
を
牧
む
〕

潜
一
久
孝

光
知之

冊

五
七



五
人

増

訂

南

葉

集

全

註

五

本

武
田
一
鮪
吉
東
京
角
川
」

6
五

八

三

頁

一

冊

新
纂
寓
葉
集
評
稗
次
回
員
幸

六
・
一

O

B
羽
一
二
八
頁

折
口
信
夫
日
本
豊
能
史
ノ

l
ト

曾

編

東

京

中

央

公

論

吐

四

六

三

頁

一

冊

和

歌

・

歌

謡

(

研

究

と

鑑

賞

日

本

文

座

3
)

谷

山

茂

・

小

島

憲

之

編

大

阪

創

元

世

六

・

二
五

A
5
一ニ

C
二

頁

一

冊

懐
字
索
引
(
「
日
本
上
古
史
研
究
資
料
」
増
刊

第
一
集
)
柴
田
甲
二
郎
編
犬
阪
日
本
上
古
史

研

究

曾

五

・

二

O

B

5
六
五
頁
一
冊
〔
別

に
部
首
索
引
一
葉
を
附
す
〕

暦

l
技
術
の
上
か
ら
時
代
の
歴
史
を
見
る

l
(日
本

歴
史
新
書
の
中
)
能
回
忠
亮
東
京
至
文
堂

五
・
二

O

B

6
一
九
九
頁
一
冊

閏
語
年
鑑
昭
和
一
一
一
十
二
年
版
国
立
問
語
研
究
所

編

東

京

秀

英

出

版

五

・

二

五

A
5
2
二

九

頁

一

冊

日

本

語

の

歴

史

土

井

忠

生

編

東

京

至

文

堂

六
・
五

B
6
二

五

八

頁

一

冊

日
本
語
の
繁
明

|
成
立
か
ら
貴
族
時
代
(
前
期

)
l大
野

晋

一
二
(
巻
の
四
・
五
)

六
・
一

O

和

歌

・

歌

の

概

説

小

鳥

憲

之

官

同

葉

時

代

の

和

歌

伊

藤

博

〔
研
究
書
解
題
、
和
歌
・
歌
略
年
表
あ
り
〕

日
本
書
紀
六
(
日
本
古
典
全
書
の
中
)
武
田
耐
吉

校

註

東

京

朝

日

新

聞

枇

六

・

三

O

B

6

二
三
六
頁
一
冊
〔
自
巻
第
二
十
八
至
巻
第
三
十

所
牧
〕

国
文
皐
研
究
書
目
解
題
麻
生
磯
次
編

文
堂
六
・
コ
一

O

A

5
五
O
六
頁

ク
ス
〉
の
一
冊

(
B
組
一
二
八
頁
)
と
し
て
刊
行
。

「
詩
の
自
覚
の
歴
史
」
「
柿
本
人
麻
目
」
「
持
情
詩
の

運
命
」
等
の
章
あ
り
〕

士口小
一
冊

至

日

本

考

古

年

報

4

昭
和
二
十
六
年
度
日
本

考
古
事
協
曾
編
東
京
誠
文
堂
新
光
吐
一
ニ

0

・
一
二
・
二

O
B
5
一
八
一
頁
圃
版
四
葉
一
冊

日

本

史

通

論

魚

澄

惣

五

郎

編

大

阪

新

元

世

一
一
二
・
四
・
一

O

A

5
二
O
O
頁

一

冊

日

本

史

圃

説

日

本

史

研

究

曾

編

東

京

岩

崎

書

庖
ゴ
二
・
六
・
二
五

B
5
四

八

二

頁

圃

版

八

葉

一

冊

国
語
年
鑑
昭
和
三
十
一
年
版
国
立
闘
語
研
究
所

編

東

京

秀

英

出

版

三

一

・

一

0
・
五

A

5
三

二

二

頁

一

冊

古

代

日

韓

交

渉

史

断

片

考

東

京

創

文

枇

ゴ

二

・一

0
・
二
五

B
6
一
九
三
頁
一
冊

説
日
本
文
化
史
大
系
第
一
一
一
巻
奈
良
時
代
久

野

健

・

青

木

和

夫

共

編

東

京

小

感

館

ゴ

二

一
一
・
二
五

B
九
四

O
七
頁
(
う
ち
原
色
闘

版
一

O
葉
)
折
込
地
闘
(
大
和
楳
里
制
復
原
推
定

)

一

葉

一

冊

序
章
(
時
代
匝
分
、
時
代
の
特
質
)
井
上

政
治
(
政
治
の
遷
、
律
令
制
度
)
闘

外
交唐
と
の

B 

(
昭
和
一
二
十
一
年
度
以
前
)

古

典

文

皐

論

窪

田

空

穂

東

京

創

元

世

・
一
二
・
二
五

B
6
四

六

六

頁

一

冊

〔
「
和
歌
の
起
源
と
目
さ
れ
た
る
ご
歌
」
「
柿
本
人

麿
|
長
歌
に
つ
い
て

l
h山
上
憶
良
ー
そ
の
全

貌
l
」
を
蚊
む
〕

日

本

文

事

史

の

周

遺

風

巻

景

次

郎

東

京

塙

書

房
二
八
・
七
・
一
七

A
5
四

ニ

五

頁

一

冊

目

本

人

の

歴

史

瀧

川

政

次

郎

東

京

新

潮

枇

一二

0
・
六
・
二
五

B
6
二
六
一
一
頁
一
冊

高
葉
集
難
解
歌
新
説
中
村
烏
堂
鎌
倉
市
月
明
曾

内
烏
堂
舎
費
行
(
東
京
東
京
堂
護
費
)
一
二

0

・
七
・
二
一

B
6
ゴ
一
一
一
一
五
同
一
冊

古

典

と

現

代

文

事

山

本

健

吉

東

京

講

談

紅

三
0
・
一
二
・
五

B
6
一
一
一
一
頁
一
冊
〔
ゴ
一

ご
・
二
・
二
五
同
一
位
よ
り
〈
ミ
リ
オ
ン
・
ブ
ツ

二
七

清
水

ノ¥.

折冊
二日
五博
オゴ
A 記
5 念

光
晃貞

係

調

貞



朝

鮮

と

の

闘

係

三

上

枇

曾

・

経

潤

岸

(
村
落
、

家
族
及
び
庶
民
の
生
活
、
農

業
経
営
、

初

期

圧

ミ

と

交

通

)

宗
教
・
思
想

梯

教

榊

道

皐
聞
と
教
育

文
皐韻

文

j報 j

告 :
一
-
一
十
三

土 原 井
田 国 上島

板山
田

岸 山岡藤岡久福
崎回田中野山

集
尾
張
の
散
(
ス
ラ
イ
ド
使
用
)
松
田
小
島

次
男男

散

文
悌
教
と
文
事

美
術
と
音
幾

建

築

彫

刻

葺

敏
明

書工

喜

美
術
工
事
品
の
科
率
的
研
究

音

祭

之

ieZI 閉

0) 

僻

聴
衆
約
一
千
六
百
名
。
閉
曾
後
曾
場

(
美
夫
君
志
合
と
共
催
)

①
公
開

初
、
曾
(
第
十

二
回
)

影
(
丸
策
潟
同
県
室
三
岡
庄
次
郎
氏
)
。

夜
は
七
本
松

で
記
念
撮

倫英
行雄

風

俗

鈴

木

(
生
活
様
式
、
衣
食
住
、
服
制
、

武
装
、
遊
戯
・
年
中
行
事
)

〔
な
お
、
本
目
録
一
二
十
一
日
牛
皮
下
半
期
(
第
二
十
五
腕

五
八
頁
上
段
)
に
、
本
大
系

1
の
編
者
に

つ
き

「
児

玉
幸
多
ほ
か
」
と
あ
る
を
「
粛
祖
忠
」
と
す
る
〕

一
脚
道
史
〈
日
本
思
想
史
研
究

I
)

村
岡
典
嗣
著
作

集

刊

行

曾

東

口

J

文

枇

ゴ

二

・
一
一
・
三

O

A
5
二
四
一
4

一

敬
三

経一敏
世松健男

成一
雄雄

紳

、--'

忍

憲好
之夫

「
潰
松
之
上
於

商

業

動

詞

目

引

」

蜂

矢

作
成
に
つ
い
て
湊

宜
朗

照
子

地
直
一

小

島

之

「
振
痛
袖
乎
」
訓
義
私
按

寓
葉
集
の
詞
書

午
後
の
部

「
隼
人
乃
絹
門
」
考

笠
郎
女
の
歌
の
位
置

「
ほ
と
ほ
と
」
孜
調
、
左
註
の
意
味

町
の

大
度
聞
で

、
参
加
者
五
十
名
。

七
月
二
十
日
(
日
)
午
前
十
時
!
午
後
四
時

於
名
古
屋
市
公

愛
知
文
化
講
堂

開
曾
の
僻

挨

拶

相
聞
歌
異

い
か
さ
ま
に
お
も
ほ
し
め
せ
か

の
美
と
人
間
性

久佐浬桑服
松伯潟原部

②
研
究
費
表
命
同
(
第
九
回
)

服祐
部回

昌
治

一
美
子

井
手

至

七
月
二
十
一
日
(
月
〉

九
時
l
午
後
四
時

潜梅久幹
一友孝根子

於
名
古

市
祭
公
園
愛
知
麻
美
術
館
日

午
前
の
部

合
室

鳴
き
わ
た
る

考
」
の
校
本

河加
野

田
J¥ 

ー司

、
ノ
fuv 

る
も
の

久
米

常
民

頼静
人雄

人
麻
自
の
長
散
を
め
ぐ
っ
て

尾
張
の
商
務
研
究

約
百
一
二
十
名
。

瀬
古
岡
田

稔

五
九



③

高

葉

見

旅

行

(

第

十

八

回

)

匂
月
二
十
二
日
(
火
)
、

二
十
三
日
〈
水
)

名
市
民
市
内
、
知
多
郡
方
耐

愛
知
鯨
美
術
館
前
に
集
合
し
て
、
巾
部
槻
光
の
触

ぺ
ス
に
乗
車
、
午
前
八
時
を
少
し
過
ぎ
て
出
費
。

行
は
樺
鴻
博
士
、
佐
伯
博
士
、

一

千
問

氏
以
ド
間
十

九
名
。
案
内
役
は
松
田
好
夫
氏
。

先
づ
市
内
瑞
穂
運
動
場
上
の
「
ゅ
の
ゆ
ち
水
」
と

伸
(
一
一
六
口
)
を
訪
れ
、
周
遊
の
古
墳
や
遺
跡
も
見
た
。

「
小
治
問
年
魚
道
」
(
三
点
。
)
は
こ
の

一
帯
と
考
へ
ら

れ
る
(
尾
張
説
)
。
「
襖
回
」
合
一
u
一
)
、
「
年
魚
市
.

つ
一
芝
、
二
点
ヨ
)
は
機
本
町
と

L田・

東
海
道
の
天
白
橋
附

近
か
ら
眺
め
、
鉾
ノ
木
貝
塚
も
窓
下
に
見
て
過
ぎ

た
。
知
多
郡
に
入
h

リ
、
背
の
「
知
多
の
浦
」
(
一
一
三
)

に
添
っ
て
走
り
、
上
野
町
加
家
を
過
ぎ
て
、
横
須
賀

町
役
場
に
着
く
。
町
長
、
郷
土
史
家
岡
一
円

吉
氏
、

中
撃
の
杉
崎
章
氏
に
迎
へ
ら
れ
、
公

に
小
憩
。

f党

に
登
っ
て
「
可
家
の
湊
」
(
=
一
五
五
百
一
)
祉
と

の

推
定
せ
ら
れ
る
(
松
聞
説
)
低
地
を
大
観
し
た
。
降

り
て
諏
訪
一
岬
枇
の
古
い
歌
碑
(
二
室
)

を
訪
ね
、
中

撃
の
校
長
室
で
は
周
迭
の
出
土
口
聞
を
見
る
。

「
治
沙
の
入
江
」
(
一
一
也
五
一
、
百
一
五
宅
)
と
見
ら
れ
る
(

張
説
)
畳
潰
港
町
の
須
佐

に
着
い
た
の
は
午
後
零

時
半
で
あ
っ
た
。
中

内
さ
れ
、

o 

食
藤の

吉
氏走
、tζ
回な
中つ
L 、Tこ
後

町
長
、tと

光
協
曾
長
、

迎
の
須
佐
踊
が
は
じ
ま
る
。

須、
佐、の
を、挨
と、拶
め、に
の
輪
1<: 

入
っ
て
踊
る
勇
者
も
出
る
。
終
っ
て
尾
張
屋
清
十
郎

の
基
や
悌
査
の
あ
る
光
明
寺
に
寄
り
、
極
集
寺
に
登

っ
て
入
江
が
一
目
で
見
え
る
前
庭
か
ら
見
下
し
た
。

「
隠
沼
」
(
呈
固
さ
の
祉
と
す
る
あ
た
り
は
車
中
か
ら

方
向
を
示
さ
れ
た
の
み
。
「
荒
醸
松
」
(
ニ
圭
一
)
の
立

並
ん
で
ゐ
た
糊
口
の

司
い
た
頃
は
十
一
瞬
鵬
風

で

風

雨

が

そ

の

朝

竣

工

式

t乙

の
影

し
か
っ
た
。

を
し
た
ば
か
り
の
休
憩
所
よ
り
白
波
の
噛
み
つ
く
典

型
的
な
荒
磁
を
眺
め
、
天
一
脚
山
に
登
る
と
と
は
諦
め

で
師
崎
に
急
ぐ
。

篠
島
行
は
候
航
と
い
ふ
の
に
、
豊
演
ま
で
出
迎
へ

た
折
一
戸
耐
次
氏
か
ら
「
大
丈
夫
」
の
言
葉
を
聞
い
て

午
後
五
時
出
港
、
浪
高
い
師
崎
水

を
の
り
切
る
。

小
船
の
た
め
揺
れ
も
甚
し
く
、
酔
っ
た
人
も
出
た
が
、

二
十
能
分
で
「
小
竹
島
」
ハ
ゴ
一
美
)

(
松
田
説
)
の
港

に
入
っ
た
。
松
寿
寺
住

れ
全
員
古
城
館
に
落
着
く
。

隆
道
氏
等
に
迎
へ
ら

は
益
々
激
し
い
。

階
の
度
聞
で
曾
食
。
村
長
、
折
一
円
氏
の
挨
拶
が
あ
り
、

例
に
よ
っ
て
自
己
紹
介
、
島
の
旅
館
組
合
か
ら
贈
ら

六

O

れ
た
ピ

l
ル
が
津
山
出
た
。

そ

の

う

ち

別

室

で

大

和

地

方

の

跡

ス

ラ

イ

(
蜂
矢
氏
解
説
)
が
は
じ
ま
り
、
全
員
が

ド
の
映

部
屋
に
引
上
げ
た
の
は
十
二
時
過
ぎ
で
あ
っ
た
。

翌
朝
は
南
方
の
海
の
見
え
る
底
聞
で
、
酷
風
の
去

っ
た
の
を
喜
び
あ
ひ
な
が
ら
朝
食
を
と
る
。
折
一
戸
、
愛

葉
雨
氏
に
導
か
れ
て
島
内
を
一
巡
。
小
劇
学
校
で
出
土

守
内

au-と

品
を
見
、
妙
見
鶏
古
墳
、
一
脚
明
一
枇
、
帝
の
井
、
正
法hE弘

寺
に
立
寄
り
、
中
央
路
を
南
端
の
中
撃
に
出
た
。
南

世

く

ち

は

ま

風
ケ
崎
、
鯨
潰
遺
跡
を
見
下
し
海
上
透
か
答
志
鳥
、

ノ
演
、
紳
一円
員

神
島
、
伊
良
湖
仰
を
望
み
、
神

を
経
て
踊
宿
し
た
。

食
後
は
舟
で
す
る

定
だ
っ

た
島
巡
り
を
中
止
し
て
、
づ
一
時
半
出
港
。
静
か
に
な

っ
た
海
上
の
眺
め
を
十
分
に
築
し
み
河
和
で
下
船
、

名

電
車
急
行
で
名
古
屋
へ
、

そ
し
て
解
散
。

O
こ
の
期
間
①
①
の
曾
場
に
近
い
オ
リ
エ
ン

タ
ル

中
村
百
貨
屈
で
、
中
部
日
本
新
聞
と
A

展
」
を
催
し
て
く
れ
た
。
徳
川
町
の 書

カf
， 

蓬
左
文
庫
も
小
さ
い
な
が
ら
同
じ
催
を
し
た
。



後

le 

η
こ
の
夏
の
名
山
M
m
で
の
事
曾
は
別
叫
記
載
の
や
う

に
行
は
れ
た
が
、
特
に
講
演
曾
は
‘
そ
の

一
ト
月
前
に

開
館
式
を
あ
げ
た
ば
か
り
の
な
憾
の
文
化
禽
館

σヲ

間
乍
術
講
前
合
聞
に
使
用
す
る
の
は
は
じ
め

常
で
、

て
と
い
ふ
弔
で
あ
っ
た
が
、

干・
h
.
h
人
ば
か
り
の

と
し
て
は
珍
し
い
脱
出

こ
れ
は
全
く
美
夫
洞
志
舎
の
松
削
好
夫

附乍命円
の
講

が
あ
り
、

で
あ
っ
た
。

民
を
は

じ
め
命
同
氏
靖
氏
の
栂
め
て
熱
心
々
、

ー
帰
L

中
部
日
本
新
聞
枇
、

た
お
祇
訴
の
削
刷
物
で
あ
る
が
、

山
、
市
そ

の
他
の
隈
助
を
仰
い
だ
貼
も
多
く
、

一
泉
桑
川
町
幹
根
氏
が
多
忙
の
巾
を
挨
拶
の
舟
に
来
特
tと

m切
さ
れ
た
事
も
あ
り
が
た
く
、
更
に
見
相
旅
行
に
は

行
く
先
々

の
万
々
か
ら
い
ろ
い
ろ
の

…
待
に
預
っ
た

T

F

h

}

l

J

、
〉
:
。

吋
j

t
L
F
1
4
4

l
L
A

N

J

f

そ
れ
ら
諸
氏
の
峨
怖
に
到
し

て
こ
こ
に
陣
〈
お
問
巾
上
げ
旬
。
。

開

久
孝
)

η
本
械
に
は
、

縦
ぢ
込
み
の
葉
品
世
け
を
入
れ
た
。

ザ乙

何
分
不
備
hu
と
こ
ろ
も
多
く
、

持
腕
か
hu
h
多
慌
の
訂
正
を
川
さ
ね
ば
hu
ら
沿
い
収

畑
山
で
あ
弓
。
こ
の
際
、
命
H
M
H

の
万
全
滑
に
、
正
確
訂

御
作
所
と
御
勤
務
先
と
を
お
教
へ
似
〈
こ
と
に
よ
っ

て
、
約
拙
用
を
幣
へ
、

伺
川
慨
し
た
名
簿
は
、

編
制
ト
司
の
し
.
仰
に
供
寸
み
と
共
に

雑
誌
程
送
や
待
町
一ω
迎
絡
な
り
の
い
市
務
送
行
の

k
に

商
人

LJ1則
寸

べ
〈
立
附
し
た
も
の
で
あ
お
。

b
v
i
h

，旬、

4
M
lh
J
t
e
 

トトい折、

主
要

川
川
究
中
の
テ
|

と
現
在

?
t
r
-
〕

t
、

在
意
ト
i
f

fu
仁

命
刊
員
各
校

ア

?
'rr
1
J

/
a
-
n斗寸
l

i

一、@ハ州、ハ
ν培
地
刊

?
L

六
百
H
q

ノ、

の
御
研
究
の
分
野
と
吠
況
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

合
同
同
制
虻
の
連
絡
の
た
め
に
便
穴
を
は
か
り
、

編
樹
の
上
に
役
立
て
う
る
と
と
も
あ
ら
う
か
と
考
へ
ま
た

以
上
の
や
う
な
意
闘
を
お
汲
み

と
り
の
上
、
何
分
の
御
協
力
を
願
ひ
上
げ
る
次
第
。

こ
の
蹴
は
印
刷
に
手
間
ど
る

て
の
ζ

と
で
あ
る
。

遊
行
が

文
が
あ
り
、

大
分
遅
れ
た
。

こ
の
紙
耐
を
か
り
て
お
花
び
申
し
上

グ
ノ
"の
。

(
総
本
間
郎
)

岡昭
和和

十-1-

3戸主戸
1 -1 -
月月
1・1・

EJ日
現印
:( f 1M 

煩
前
八

O
岡

相
兼

種
行
者

l笥

葉

向

車

振
掛
明
大
阪
二
九
一
凶
七

ホ
代
表
向

深

潟

久

大
阪
府
吹
田
市
千
里
山
同
大
権

文
感
部
閥
結
核
同
文
核
研
究
主
内

京
都
市
南
阿
東
九
際
問
材
木
町

印

刷

者

大

賀

印

刷

株

式

禽

枇

代

表

汚

抗

弁

蒋

太

郎 孝

町
W

一
、
本
命
聞
は
前
繋
と
蒋
す
る
。

一
、
商
業
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
み

に
よ
っ
て
曾
員
と
な
る
ζ

と
が
で
き
る
。

一
、
曾
員
の
研
究
費
表
機
関
誌
と
し
て
季
刊

「
高
葉
」
を
費
行
す
る
。

一
、
本
命
聞
は
随
時
、
高
稽
に
闘
す
る
見
核
旅

行
、
文
献
の
展
観
、
研
究
費
表
合
同
、
講
習

の
出
版
、
そ
の
他
を
行
ふ
。

の
命
同
費
を
納
入
す
る

一
、
禽
員
は
年
三

(
誌
代
を
含
む
〉
。

一
、
本
曾
の
事
務
は

大
阪
府
吹
旧
市
千
里
山
開
聞
大
摩
文
事
部

岡
交
感
研
究
室
(
振
替
口
庫
大
阪

三
九
一

四
七
番
)
に
於
い
て
行
ふ
。

一
、
本
曾
山
代
友
者
に
は
、
四
何
潟
久
孝
氏
を

す。投

定

一
、
投
獄
資
務
は
曾
員
に
限
る
。

一
、
内
容
は
持
嘆
に
闘
す
る
各
分
野
の
研
究
論

文。

一
、
分
設
は
凶
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
五
枚
以
内

一
、
投
稿
戸
は
一
切
返
却
し
は
い
。
採
石
決

定
は
寸
部
に
一
任
の
こ
と
。

一一-一
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